
代表的な非鉛系圧電材料
チタン酸バリウム(BaTiO3、以下BT)
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ドメイン壁の寄与

グレインサイズの微細化

ドメイン壁密度の増大

<110>方位への配向

ドメイン壁の固定
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配向セラミックスにおけるグレインサイズの微細化が必要
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研究の流れ

1.2段階熱分解法によるBTナノ粒子
の作製

2.高分散性スラリー作製

3.強磁場EPD法よる集積体の作製

4.BT配向セラミックスの作製

高配向かつ微細なグレインサイズの配向BTセラミックスの
開発を目指しています
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